
オンリーワン・カンパニーの
実現を目指します。

株主の皆様へ
株主の皆様には、日頃より当社グループへの厚いご支援を賜り心より御礼申し上げます。
当第2四半期連結累計期間のエレクトロニクス市場は、引き続き中国市場の停滞や半導体関連需要
の減少による影響を受けました。一方、自動車関連需要は底打ち感が見られるようになりました。
当社グループでは、価格改定効果に加えて円安効果もあり、売上高は過去最高を記録し、営業利
益・経常利益とも増加しました。しかし、親会社株主に帰属する四半期純利益は、英国子会社の
年金バイアウトに伴う特別損失9億2千9百万円を計上したことで減少しました。

年度後半も、事業分野によって好不調が混在すると見込ん
でいます。当社グループでは、引き続き事業成長と効率およ
び利益率改善への取り組みを推進し、中期経営計画
「Energize the Future 100」の目標達成を目指します。
なお、当期の中間配当金は1株当たり5円、期末配当予想は

1株当たり5円としています。株主の皆様におかれましては、
今後とも変わらぬご支援をお願い申し上げます。

2023年12月
代表取締役社長兼CEO　浅田 昌弘

サステナビリティ戦略の一環として、
地域社会との共生に取り組んでいます。

トピックス

証券コード：6768

2 0 2 3 . 4 . 1 ▶ 2 0 2 3 . 9 . 3 0

第101 期

第2四半期株主通信

ちふれ ASエルフェン埼玉の浅野選手・吉田選手と
当社のマスコットキャラクター「クーニュ」
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業績概況 Review of Operations

決算情報

■ 連結損益計算書の概要（単位：百万円）

（単位：円）

◆  価格改定効果や為替影響などにより増収、営業利益は前年同期比増益、予想を大幅に上回る
◆ 四半期純利益は、英国子会社の年金バイアウト実施に伴う特別損失の計上により、減益
◆ 電子化学実装が市場環境悪化を受け減収減益、情報機器は赤字拡大となるも電子部品は増収増益

現金・預金
売上債権
棚卸資産
その他流動資産
有形固定資産
その他固定資産

仕入債務
有利子負債
その他負債
純資産

144144

119119

273273

257257

294294

1,118

3131

1,118

353

96

140

529

2023.3末 2023.9末 2023.3末 2023.9末

155155

126126

275275

263263

299299

1,153

3535

1,153

353

103

145

552

資産の部（単位：億円） 負債の部・純資産の部（単位：億円）

連結貸借対照表の概要 Summary of Consolidated Balance Sheet

1株当たり配当金

49,446
1,648

1,313

1,250 15.2415.24
5

売上高

1株当たり四半期純利益
■ 1株当たり情報（単位：円）

営業利益 経常利益

親会社株主に帰属する四半期純利益

前第2四半期 前第2四半期 当第2四半期 前第2四半期 当第2四半期

前第2四半期 当第2四半期前第2四半期 当第2四半期

前年同期比
4.9%

前年同期比
95.8％

前年同期比
4.6%

前年同期比
40.4%

当第2四半期

前第2四半期 当第2四半期

0.640.64

51,871 1,724 1,844

52

55

セグメント情報 Segment Information

電子化学実装
関連事業（28％）

情報機器関連事業（2％）

877百万円

14,718百万円 36,400百万円

電子部品
関連事業（70％）

■ 電子部品関連事業（単位：百万円）

売上高

百万円
51,871

※各セグメントの売上高は、セグメント間の内部売上高を含めて表示しております。

■ 電子化学実装関連事業（単位：百万円）

■ 情報機器関連事業（単位：百万円）

32,978

507

15,472 1,397

1,102
△18

売上高

売上高

売上高

前第2四半期 当第2四半期

前第2四半期 当第2四半期

前第2四半期 当第2四半期

セグメント利益

セグメント利益

前第2四半期 当第2四半期

前第2四半期 当第2四半期

前第2四半期 当第2四半期

セグメント損失

14,718

36,400

1,030

1,336

877

△125

32,978

507

15,472 1,397

1,102
△18

売上高

売上高

売上高

前第2四半期 当第2四半期

前第2四半期 当第2四半期

前第2四半期 当第2四半期

セグメント利益

セグメント利益

前第2四半期 当第2四半期

前第2四半期 当第2四半期

前第2四半期 当第2四半期

セグメント損失

14,718

36,400

1,030

1,336

877

△125

32,978

507

15,472 1,397

1,102
△18

売上高

売上高

売上高

前第2四半期 当第2四半期

前第2四半期 当第2四半期

前第2四半期 当第2四半期

セグメント利益

セグメント利益

前第2四半期 当第2四半期

前第2四半期 当第2四半期

前第2四半期 当第2四半期

セグメント損失

14,718

36,400

1,030

1,336

877

△125
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働きがい改革の推進 地域への社会貢献

事業戦略

サステナビリティ戦略

トピックス

　大型トランス・リアクタ、ゲートドライバモジュール、電流センサ一体で、パワ
エレ市場にトータルソリューションを提案します。
　欧米におけるデータセンター市場や再生可能エネルギー市場の需要拡大に対応
し、売上拡大を目指します。

　ワイドバンドギャップ半導体に対応する、次世代磁性受動部品の創出に取り組んで
います。
　電子部品・電子化学の事業連携強化、産学および他社との連携で、素材から差別化
した唯一無二製品を創ります。

　タムラ製作所は、2022年10月に「産後パパ育休」制度を新設し、相談窓口を設
ける等、希望者が育児休業を取得できる環境整備を進めています。

【パパ育休奮闘記】
第３子が生まれ、初めて１カ月のパパ育休を取得しました。働く妻をゆっ
くり休ませようと、夜通し夜泣きする我が子を抱っこしミルクをあげま
した。一旦仮眠後、上の子の食事の支度、保育園へ送り届け。帰宅後、赤
ちゃんをあやしながら洗濯、掃除を済ませ、ようやく睡眠を取るも束の間、
保育園へのお迎え時間となる毎日でした。子育ては夫婦の助け合いである
ことを学び、改めて妻への感謝の気持ちが高まった１カ月となりました。

電子化学実装事業本部　T.Aさん

タムラ製作所は、WEリーグの
理念である「女子サッカー・ス
ポーツを通じて、夢や生き方の
多様性にあふれ、一人ひとりが
輝く社会の実現・発展に貢献す
る。」に賛同し、ちふれASエル
フェン埼玉のトップパートナー
として応援しています。

WEリーグ開幕を前に、ちふれAS エル
フェン埼玉の皆様が来社くださいました。

　サステナビリティ戦略の一環として、地域社会との共生に取り組んでいます。
　スポーツ活動支援を通して、これからも地域への社会貢献活動の充実を図ってまい
ります。

【タムラ製作所（単体）の男性育児休業取得率】

【厚生労働省調査】
 男性育児休業取得率
 2022年度 17％

ワイドバンドギャップ半導体向け製品の創出トータルソリューションの提案 欧米パワーエレクトロニクス市場　売上計画

データセンター（PDU・UPS）
風力発電

太陽光発電 高圧直流送電（HVDC）

大規模な風力発電
設備や、直流給電
（HVDC）による
送配電で使用

インバータの動作を 
制御するための電流を 
検知する製品

パワー半導体をインバータ
の仕様に合わせ、最適に
動作させる製品

大型トランス・リアクタ

電流センサ

ゲートドライバモジュール
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株主メモ

https: //www.tamura-ss.co.jp/
当冊子に関するお問い合わせ先：
〒 178-8511 東京都練馬区東大泉一丁目 19番 43号
TEL 03-3978-2111㈹

■ 発行可能株式総数 ……………………………………… 252,000,000株
■ 発行済株式の総数 …………………………………………82,225,186株 （自己株式 546,287株を除く）
■ 株主数 ……………………………………………………………………29,656名
■ 大株主（上位10名）

株　　主　　名
当社への出資状況

持株数（千株） 持株比率

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 9,399 11.43％

タムラ協力企業持株会 3,594 4.37％

株式会社三井住友銀行 3,200 3.89％

株式会社日本カストディ銀行（信託口） 3,021 3.67％

株式会社みずほ銀行 1,999 2.43％

株式会社りそな銀行 1,911 2.32％

田村直樹 1,196 1.45％

タムラ製作所従業員持株会 1,180 1.43％

住友生命保険相互会社 1,018 1.23％

日本生命保険相互会社 1,000 1.21％

（注）持株比率は、自己株式 546,287株を除いて算出しております。

（注）南條紀彦は一身上の都合により 2023年 10月 31日付で取締役上席執行役員を辞任しました。

■ 所有者別株式分布状況（単位：千株）

（注） 自己株式 546,287株（0.65％）は個人・その他に含まれてお
ります。

外国人
3,676（4.44％）

その他国内法人
6,415
（7.75％）

証券会社
2,068
（2.50％）

金融機関
24,061
（29.07％）

個人・その他
　46,551
（56.24％）

合計
82,771

（2023年 9月 30日現在）株式の概況

（2023年 9月 30日現在）会社の概況

事 業 年 度 毎年 4月 1日から翌年 3月 31日まで

定 時 株 主 総 会 毎年 6月開催

基 準 日 定時株主総会 毎年 3月 31日

期末配当金 毎年 3月 31日

中間配当金 毎年 9月 30日
そのほか必要があるときは、あらかじめ公告して定めた日

公 告 方 法 電子公告
https://www.tamura-ss.co.jp/jp/finance/index.html

株主名簿管理人および 
特別口座の口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目 4番 1号
三井住友信託銀行株式会社

株主名簿管理人
事 務 取 扱 場 所

東京都千代田区丸の内一丁目 4番 1号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

（郵便物送付先） 〒168-0063 東京都杉並区和泉二丁目 8番 4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

（電話照会先） 0120-782-031

インターネット
ホームページURL

https://www.smtb.jp/personal/procedure/agency/

■ 取 締 役　（2023年 9月 30日現在）■ 会 社 名 株式会社タムラ製作所
TAMURA CORPORATION

■ 設　　立 1939年 11月 21日
■ 資  本 金 11,829百万円
■ 従業員数 連結 4,506名 単独 909名
■ ホームページ アドレス
    https://www.tamura-ss.co.jp/

■ 本　　社 東京都練馬区
■ 事 業 所 埼玉県（坂戸市・入間市・児玉郡・狭山市）

社外取締役（監査等委員） 窪田　明
社外取締役（監査等委員） 渋村　晴子
社外取締役（監査等委員） 今村　昌志
社外取締役（監査等委員） 豊田　明子
取締役（監査等委員） 横山　雄治

代表取締役社長 浅田　昌弘
取締役常務執行役員 橋口　裕作
取締役上席執行役員 南條　紀彦
取締役上席執行役員 齋藤　彰一
取締役執行役員 田村　陽平

トピックス
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